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　めざす成果７－１－１　読書をする人が増えている

　１．指標①　市内図書館の年間来館者数

　２．指標②　市民１人あたりの年間図書貸出冊数

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　図書館や保育所などでのおはなし会の延べ参加者数
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＜参考データ＞

　６．図書館の利用登録者数の推移（５館合計）

　５．おはなし会の開催回数

　４．貸出冊数の推移

※令和3年度に長期未更新の利用登録者情報を削除しました。
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※「その他」に県費及び市債は含みません。

　７．予算額の推移（めざす成果７－１－１に位置づけている事業のみ）
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　めざす成果７－１－２　生涯学習に取り組む人が増えている

　１．指標①　市民一人あたりの学習センター来館回数

　２．指標②　講座等の受講者数

＜成果を計る指標＞
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　３．学習センター利用者数

＜参考データ＞

※学習センター利用者数は利用料金を支払って利用した人の数です。
　（指標①の算出に用いた来館回数とは異なります。）
※林間学習センターは平成30年７月に閉館しました。
※北部文化・スポーツ・子育てセンターは平成30年8月に開館しました。

　４．どこでも講座開催回数・参加人数

◆どこでも講座
　市民の生涯学習によるまちづくりの振興を図るため、研修会や学習の場に専門的な知識を持つ市役所各課の
　職員を無料で派遣している事業

452人

296人 310人

58人 102人

14 回
16 回 13 回

3 回
6 回

0

100

200

300

400

500

0

5

10

15

20

25

H29 H30 R1 R2 R3

参加人数 開催回数［回］ ［人］

278,291 
265,337 247,829 

80,250 154,076 131,679 

127,616 117,337 

33,453 
60,327 

114,531 

36,271 

154,351 

232,898 

92,250 

179,482 

46,253 

109,216 

115,621 

39,403 

137,878 
129,153 

120,332 

104,902 46,101 

94,686 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H29 H30 R1 R2 R3

生涯学習センター つきみ野学習センター 林間学習センター

北部文化・スポーツ・

子育てセンター

桜丘学習センター 渋谷学習センター

［人］

5



◆健康都市大学
　「健康都市大学」は、平成31年4月に開講し、 市民が受講生として講義を聴いて学ぶだけでなく、自身が持つ
　スキルや知識、経験を基に講師となる【市民でつくる健康学部】、市や外郭団体などが市民向けに実施している
　講座から成る【人の健康学部】【まちと社会の健康学部】の合わせて3つの学部で構成される。

　６．健康都市大学で実施した「市民でつくる健康学部」の講座数・参加者数

　５．特別教室開放事業の利用回数・利用者数

◆特別教室開放事業
　生涯学習の活動の場として、引地台中学校、中央林間小学校、渋谷小学校、渋谷中学校、光丘中学校、
　林間小学校、つきみ野中学校、大和小学校及び緑野小学校の特別教室を開放している事業。
　楽器・合唱練習、陶芸の素焼きから本焼き、調理実習・木彫り彫刻などサークル活動やグループ活動に
　利用されている。
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※「その他」に県費は含みません。

　７．予算額の推移（めざす成果７－１－２に位置づけている事業のみ）
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宣誓数

派遣回数

　めざす成果８－１－１　あらゆる差別がなくすべての人が互いの人権を尊重し合っている

　１．指標①　地域に差別意識はないと思う市民の割合

＜参考データ＞

＜成果を計る指標＞

　３．やまとＳＯＧＩ派遣相談の派遣回数

0

◆大和市パートナシップ宣誓制度
○同性カップルや、事実婚の方など、法律上の婚姻をすることが難しい方々が、互いを人生のパートナーとして、
　日常生活において相互に協力し合うことを宣誓する制度です。これに対し大和市は、宣誓書受領証等を交付
　します。
○同受領証を提示することで、県営住宅や市営住宅への入居申込ができるほか、医療機関によっては、親族として
　面会や手術の同意を認めているところもあります。また、民間サービスでは、受領証を提示することで、一部携帯
　電話会社の家族割や生命保険の受取人になることが可能となるなど、婚姻関係や事実婚に準じた取り扱いが
　行われるケースがあります。

　２．大和市パートナーシップ宣誓制度による宣誓数

令和３年度
令和４年度

（～９月まで）

17 1

◆やまとＳＯＧＩ
※

派遣相談
○性別に違和感があったり、同性が好きだったり、性的指向や性自認に関して悩みを抱えている方と
　その家族等を対象とし、臨床心理士など専門の相談員を派遣して、お話を伺う取り組みです。

　※性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）の頭文字をとって、SOGI（ソジ）と呼びます。

令和３年度
令和４年度

（～９月まで）
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　５．市内小中学校、高校への語り部派遣回数

　４．DV相談支援窓口での対応件数

　７．予算額の推移（めざす成果８－１－１に位置づけている事業のみ）

※語り部・・・戦争体験をお話してくれる人
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　３．男女共同参画に関する啓発イベント（フォーラム、パネル展示等）の開催回数

　めざす成果８－１－２　男女共同参画が実感できている

　１．指標①　男女が平等であると感じる市民の割合

＜参考データ＞

＜成果を計る指標＞

　２．指標②　審議会、委員会などにおける女性委員の割合
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※「その他」に国庫、県費及び市債は含みません。

　５．予算額の推移（めざす成果８－１－２に位置づけている事業のみ）

　４．大和市女性活躍及びワーク・ライフ・バランス推進企業表彰の応募企業数・表彰企業数
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　めざす成果８－１－３　地域の中で多文化共生が行われている

　１．指標①　多文化共生・国際交流が行われていると思う市民の割合

＜成果を計る指標＞

　２．指標②　外国人を支援するボランティア登録者数
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◆通訳相談の概要

※「その他」に国庫及び市債は含みません。

　４．予算額の推移（めざす成果８－１－３に位置づけている事業のみ）

　３．多言語通訳窓口で受けた相談件数

＜参考データ＞
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　めざす成果８－３－１　地域の活動が活発に行われ、絆が深まっている

　１．指標①　地域活動に参加している市民等の割合

＜成果を計る指標＞

　２．指標②　自治会への加入世帯割合

　３．指標③　コミュニティセンター1館当たりの年間平均利用者数

※休館期間：令和2年3月1日～6月30日
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※「その他」に県費は含みません。

　５．予算額の推移（めざす成果８－３－１に位置づけている事業のみ）

　４．自治会の業務負担に関するアンケート結果（抜粋）

＜参考データ＞

【委員推薦について】
　○各種委員の成り手不足のため、推薦に苦慮している。
　○長年、同じ人にお願いしている。
　○委員の定数を満たすことが困難であり、推薦できていない委員もある。
　○市から依頼される委員のほかにも、女性防犯員、消防団員、民生委員、コミセン役員、社協役員なども
　　選出しなければならず、負担が大きい。
　○自治会員減少のため委員も定数を減らすか、委員自体の縮小廃止を希望。

【広報について】
　○広報やまとなどの戸別配布が負担。
　○広報やまとは、全戸配布にしてほしい。

【自治会運営に関して】
　○会長、新規役員を見つけ出すことに苦労している。
　○現役役員の高齢化がすすんでいる。
　○会員が減少している。
　○市からの依頼業務で自治会がひっ迫している。

【リサイクルステーションについて】
　○リサイクルステーションの管理が大きな負担。
　○自治会未加入者のリサイクルステーション利用について課題がある。
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　めざす成果８－３－２　公共を担う市民や事業者が増えている

　１．指標①　市民活動センター利用登録団体数

　２．指標②　市からのボランティア情報の提供者数

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　ベテルギウス（本館）年間来館者数
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　４．共育セミナー開催回数・参加者数

＜参考データ＞

　６．ボランティア総合案内所登録者数

　５．ボランティア情報数
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◆協働事業

※「その他」に国庫、県費及び市債は含みません。

　８．予算額の推移（めざす成果８－３－２に位置づけている事業のみ）

・大和市では、市民等、事業者及び市が、お互いの提案に基づいて協力して実施する
　社会に貢献する事業のことを協働事業と位置付けています。
・協働事業には、「市民提案型」 と 「行政提案型」の2種類があります。
　市民提案型： 市民が事業の企画を提案。市担当課と一緒に事業を計画、実施します。
　行政提案型： 市が事業の企画を提案。応募いただいた市民と一緒に事業を計画、実施します。

　７．協働事業数
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［件］
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